
 

 毎年、大口地区にお住まいの河野様のご厚意により、大事に育てていらっしゃる菊の
花を学校にお借りしています。職員玄関と児童玄関に複数お持ちいただき、毎日私たち
の心を癒やしてもらっています。色は、黄色・白・薄紫でとても上品な佇まいです。昔
はもっと多くのお宅の庭に菊の花を見かけていたような気がしますし、勤務していた中
学校の技術の時間には、生徒に栽培をさせていました。温暖化が進み、季節を感じる 
ことが少なくなりつつ 
あるな現在、私たちに 
安らぎを与えてくれる 
花です。また、毎年学 
校にこのような形で心 
を寄せくださる河野様 
に、心から感謝いたし 
ます。 
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毎年秋を運んでくださいます 
美しい菊をありがとうございます！  

 通知や学校だよりでもお知らせしていましたが、１１月１５日（金）の午前、県立美術館事業の「スクー

ルミュージアム」を本校で開催しました。子供たちは午前中、低・高学年に分かれ、鑑賞授業を受けまし

た。学芸員の方の説明や進行がとてもわかりやすく、浜田知明やシャガールの作品の様々な見方や楽しみ

方を学ぶことができました。浜田知明は熊本の御船町の出身ですが、制作の原点は自らの戦争体験だそう

です。メッセージ性が強く、ユニークかつ強烈な作品で、「おすすめの作品」として、浜田知明の作品を選

んでいる子供が多かったのが印象的でした。１時間のみの授業でしたが、子供たちや先生方に大好評で、

「面白かった！」「美術館に行ってみたい！」という声があちこちで聞かれたそうです。嬉しい声です。絵

のタイトルを想像するクイズ、お気に入り 

の作品を発表する時間などもあり、たいへ 

ん充実した時間となりました。一つのこと 

を様々な角度から見るという学びにもなっ 

たように思います。（写真左：作品に見入る 

子供たち、右：お気に入りの浜田知明の作 

品の前で、その理由を発表する児童） 

スクールミュージアムで「芸術の秋」 
講座もしっかり受けました！  

「人権フェスタ in うきし」で学んだこと 

～ 絆創膏の会 大湾昇さんの講演から ～ 

 １１月１６日（土）午後、三角防災拠点センターにて、本年度の人権フェスタが開催されました。

ＰＴＡの方々も数名、研修の一環として参加されました。当日の講師は、「絆創膏の会」大湾
おおわん

昇
のぼる

さん。

徳島県からおいでになりました。ご自身のこれまでの半生を振り返りながら、「差別されている人がい

るから差別がある、被差別部落があるから差別がある」のではなく、「差別する人がいるから差別があ

る、差別しないと生きていけない人がいるから差別がある」というこ 

とについて、わかりやすく、熱を持ってお話しいただきました。こう 

いったお話を聞く度に、子供たちに接する際、私たち大人が不確かな 

情報に踊らされることなく、正しい見方や判断を子供たちに示してい 

かなければならないことの大切さを痛感させられます。子供たちは、 

私たち大人のものの見方や感覚に影響を受けます。大人として、自ら 

の言動に責任を持たなければと身が引きしまる思いでした 

 


